
@ 男女共同参画都市宣言
21世紀の扉カ鳴いた今、私たちは輝く未来を創り
たい。自分を生かし、他人を認め、女も男も共にいき

いきした暮らしができるまち我孫子にするために、こ

こに「男女共同参画都市Jを宣言します。
1私たちは、男女がお互いの人権を尊重する我孫子に

します。

2私たちは、社会のあらゆる分野で、男女が平等に参

画する我孫子にします。

3私たちは、男女が一人ひとり自立し、責任を分かち
合う我孫子にします。
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木造住宅の耐震相談・診断
2月からスタート

こ
こ
叩
数
年
の
日
本
各
地
で
起
き
た
大
地
震
で
は
、
建
物
の
倒

壊
に
よ
っ
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
倒
壊
し
た
建
物
の

多
く
は
、
昭
和
笠
6
月
に
改
正
さ
れ
た
新
耐
震
設
基
準
以
前

の
建
物
で
す
。
市
で
は
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
こ

の
基
準
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
で
建
物
の

耐
震
相
談
・
診
断
を
行
い
ま
す
。
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測ス
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手
賀
沼

環
境
省

水
質
改
善
ベ
ス
ト
1

こ川も表霊平 Cてり組市
み

ヰニT

成
果
で
す

全
国
ワ
ー
ス
ト
6
位

。
水
質
改
善
ベ
ス
ト
1
0
と
い
っ

て
も
、
根
本
的
に
浄
化
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
年
度
の
手
賀

沼
の
C
O
D
年
平
均
値
は
8
・4
時

/
t

(
前
年
度
比

+
0
・2
時

/
t
)

で
、
ワ
ー
ス
ト
6
位。

3
位
以
下
と

の
差
も
わ
ず
か
で
す
。
(表
2
)

手
賀
沼
に
流
入
す
る
汚
濁
物
質
の

量
は
減
っ
て
き
た
も
の
の
、
沼
底
に

は
水
の
汚
濁
の
原
因
と
な
る
ヘ
ド
ロ

が
ま
だ
大
量
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

利
根
川
が
渇
水
す
る
と
、
北
千
葉
導

の

浄

の

宝

き

な

く

オく

化
用
水

注
水
、
ヵ
で

な
り
、
水
質
が
悪
化
し
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を

今
後
も
、
流
域
市
町
や
固
・
県
と

連
携
し
、
生
活
排
水
対
策
や
ヘ
ド
ロ

V表1全国湖沼水質改善ベスト5

順位| 湖沼名 1 COD差
1|手賀沼(千葉県)ト7.8昭/R，
2|春採湖(北海道)1-4.4昭/R，
3|木場潟(石川県)ト2.6昭/R，
4|神西湖(島根県)ト1.9昭/R，
5|湖山池(鳥取県)1ー1.3昭/R，
※COD差=(平成13-15年度CO
D平均値)ー(平成3-5年度CO
D平均値)

昭
和
田
年

5
月
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
が
対
皐

耐
震
相
談
・
診
断
は
昭
和
田
年
5

月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を

対
象
に
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で

「
昭
和
田
年
6
月
に
改

正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
の
新
耐
震
設

計
基
準
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
に

被
害
が
多
い
」
と
い
う
調
査
結
果
が

あ
る
た
め
で
す
。

図
面
や
写
真
を
基
に
診
断

昨
年
、
国
土
宗
通
省
監
修
の

「木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」

が
改
訂
さ
れ
、
現
状
の
技
術
的
基
準

を
踏
ま
え
た
耐
震
診
断
方
法
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
3

つ
で
す
。

①
住
ん
で
い
る
人
自
身
が
行
う
「
雄

で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

②
建
築
関
係
者
が
現
地
に
行
き
、
原

則
非
破
壊
で
行
う
=
般
診
断
法
」

の

除

去

な

ど

、

重

還

を

も

め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
台

所
の
排
水
口
に
調
理
く
ず
や
油
な

ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

家
の
周
り
の
道
路
や
側
溝
を
定
期

的
に
清
掃
し
た
り
す
る
な
ど
、
手

資
沼
に
汚
れ
た
水
が
入
ら
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
7

V表2 全国湖沼水質ワースト5

順位| 湖沼名 ICOD年平均値

1|佐嶋湖(静岡県)1 12略/R，
2|伊豆沼(宮城県)1 10略/R，
3|油ヶ淵(愛知県)1 9.1略/R，
4|長沼(宮城県)19.0略/R，
51印描沼(千葉県)1 8.6 ~/ R， 

③
主
と
し
て
建
築
士
が
よ
り
詳
細
な

情
報
に
基
づ
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は

破
壊
調
査
も
行
う
「
精
密
診
断
法
」

市
の
耐
震
相
談
・
耐
震
診
断
は
、

=
般
診
断
法
」
を
基
に
し
て
相
談

会
場
内
で
行
い
ま
す
。
お
持
ち
い
た

だ
い
た
図
面
や
写
真
を
参
考
に
聞
き

取
り
を
行
い
、
図
面
か
ら
壁
の
位
置

や
仕
様
・
量
、
建
物
の
形
を
見
ま
す
。

そ
し
て
、
屋
根
・
外
壁
・
床
等
の
劣

化
度
等
を
点
数
化
し
、
評
価
し
ま
す
。

こ
の
診
断
結
果
は
、
現
地
調
査
や
、

よ
り
詳
細
な
「
精
密
診
断
」
を
行
う

べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
材
料
と
な
り

ま
す
。
(
左
図
参
照
)

費
用
は
無
料
、
ぜ
ひ
相
談
を

相
談
・
診
断
は
、
耐
震
診
断
の
講

習
を
修
了
し
た
鮒
千
葉
県
建
築
士
事

務
所
協
会
と
細
千
葉
県
建
築
士
会
に

所
属
す
る
建
築
士
が
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
専
門
家
の
耐
震

相
談
・
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

①
2
月
初
日
制
②
3
月
1
日

ωい
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
(
予
約
制
。
-
組
約

ω分
)

※
4
月
以
降
も
行
う
予
定
で
す
。
募

集
は
広
報
あ
ぴ
こ
や
市
の
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所
市
役
所
分
館
大
会
議
室

対
象

昭
和
田
年
5
月
白
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

(
2
×
4
工

副題S診断方漣

(
自
己
診
断
) み九なでつくる霞の寄金

第29回消費生活展
2月12日出・13日(日)午前10時30分から午後4時

30分、市民プラザ(入場無料)

本展示 。今飲み水はー水って高価なもの?

。工夫してます我孫子の給食 O知ってますか
漬物の添加物 Oお米ってこんなに優れものな
の! O生ゴミで健康野菜 O台所は健康と安全
の出発点 。「食品の表示J役立ってますか?
。消費生活センターをご存じですか O安全・安
心顔が見える「あぴこ工コ農産物J0自然を守
る食を楽しむ Oお宅のガス管だいじようぷ?
O知ってますか備えてますか非常食

本プレゼント Oアンケー卜に答えた方…「あぴ

寄IH• 

こ工コ農産物Jほか Oスタンプラリーに参加し
た方(抽選)…「あぴこ産工コ米Jほか
主催我課子市、第29固我課子市消費生活展実

行委員会

固商工観光課 ・内線329

法
を
含
む
)
に
お
住
ま
い
の
方

定
員
①
先
着
却
組
②
先
着
ロ
組

持
参

建
築
確
認
申
請
図
書
(
必
携
)
、

写
真
(
建
物
の
全
景
、
屋
根
・
外
壁

の
仕
様
が
判
別
で
き
る
写
真
。
そ
の

他
壁
面
の
ひ
び
割
れ
、
床
下
の
状
態

な
ど
、
気
に
な
る
部
分
の
写
真
)

費

用

無

料

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
都
市
計
画

課
・
内
線
5
5
3
(後
日
、
申
込
書

の
提
出
が
必
要
で
す
)

※
耐
震
診
断
を
勧
め
る
戸
別
の
電
話

や
訪
問
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
専
門
家
に
よ
る
診
断
)

誰でもできる

わが家の耐震診断

一般診断法

環
境
省
は
昨
年
ロ
月
、
全
国
の
河

や
湖
沼
の
水
質
を
発
表
し
ま
し
た
。

の
中
で
、
汚
れ
の
度
合
い
を
示
す

O
D
(化
学
的
酸
紫
要
求
量
)
の

成
3
5
5
杢
度
平
均
値
と
臼
5
日

度
平
均
値
と
の
比
較
を
初
め
て
公

し
ま
し
た
。
手
賀
沼
は
減
少
が
最

大
き
く
改
善
の
馨
し
い
湖
沼
と
し

。
水
質
改
善
の
ベ
ス
ト
1
0
に
な

E
し
た
(
表
1
)。

民
の
皆
さ
ん
や
国
・
県
・
流
域

と
逮
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

を
つ
て
き
た

てしざめを実現のム、A 社jレクイサ

l結果によっては耐震改修の検討l
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Zま

早
お

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は

す
で
巴
始
ま
っ
て
い
ま
す

市
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
期
聞
は
、

2
月
時
日
か
ら
3
月
市
固
ま
で
で
す
。
所
得
税
の
還
付

申
告
は
、
す
で
に
柏
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

2
月
初
日
と
幻
自
の
日
曜
日
も
申
告
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
平
日
の
申
告
が
困
難
な
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-ー-
今
年
の
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に

お
住
ま
い
で
、
税
法
上
ど
な
た
の
扶

養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
所
得

税
か
市
県
民
税
の
ど
ち
ら
か
一
方
の

申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
を
計
算
し
て
納
税
と
な
る

方
や
所
得
税
の
還
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
確
定
申
告
が
、
所
得
税
額

の
な
い
方
は
市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。

た
だ
し、

所
得
が
給
与
所
得
1
カ

所
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
で
年
末
調

整
を
行
い
、
か
つ
勤
務
先
か
ら
市
役

所
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て

い
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
の
申
告
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

t1 怠

申
告
が
必
要
な
方

次
の
方
は
、
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
平
成
時
年
分
の
確
定

申
告
を
す
る
方
は
、
確
定
申
告
が
市

県
民
税
の
申
告
を
兼
ね
て
い
る
の
で

必
要
あ
灼
ま
せ
ん
。

勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
/
給
与

所
得
者
で
凶
年
中
に
退
職
し
再
就
職

し
て
い
な
い
方
/
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、一

時
所
得
、
雑
所
得
な
ど

第 1134号

確
定
申
告
が
必
要
な
方

1

土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の
譲

渡
が
あ
っ
た
方
や
、
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
、
配
当
所
得
、一

時
所
得
、

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
な
ど
が
あ
る

方
で
、
平
成
時
年
分
の
各
種
所
得
の

合
計
額
か
ら
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
を
差
し
引
き
、
そ

の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
税
額

か
ら
配
当
控
除
額
と
定
率
減
税
額
を

差
し
引
い
て
残
額
の
あ
る
方

2

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
①
給
与

収
入
が
2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

⑦
語
与
を
1
カ
所
か
ら
受
け
、
給
与

所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合

計
額
が
初
万
円
を
超
え
る
方
③
同
族

会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

そ
の
同
族
会
社
か
ら
の
給
与
の
ほ
か

に
、
貸
付
金
の
利
子
、
庖
舗
・
工
場

な
ど
の
賃
貸
料
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
た
方
な
ど

確
定
申
告
で
所
得
税
が
戻
る
方

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方

で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
や
予

定
納
税
を
し
た
所
得
税
が
納
め
す
ぎ

に
な
っ
て
い
る
方
は
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
が
で
き
ま
す。

給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
/
公
的
年
金
等
に
か
か

る
雑
所
得
以
外
に
申
告
を
必
要
と
す

が
あ
る
方
/
医
療
費
控
除
、
雑
損
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
/
非
課
税
所
得
(
遺
族
年

金

・
障
害
年
金

・
失
業
給
付
金
な

ど
)
だ
け
の
方
/
市
外
に
居
住
す
る

人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
/
税
法

上
、
だ
れ
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な

い
方
/
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

/
市
外
に
居
住
し
、
市
内
に
家
屋
敷

や
事
務
所
な
ど
が
あ
る
方

申
告
会
場

市
が
開
設
す
る
市
民
会
館
や
市
内

る
所
得
の
な
い
方
/
平
成
時
年
の
中

途
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
方
/
退
職
所
得
を
含
め
て
申

告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
泉
敏
収

さ
れ
た
所
得
税
か
ら
定
率
減
税
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
な
ど

申
告
会
場

柏
税
務
署
(柏
駅
西
口
下
車
徒
歩

叩
分
)
で
受
け
付
け
ま
す。

2
月
初

日
と
訂
日
の
日
曜
日
も
申
告
書
用
紙

の
配
布
、
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
申
告
書
の
受
け
付
け
-を
行
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
土

・
日
曜
日
、
祝

日
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
4
月
上

旬
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
臨
時
駐

車
場
等
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

電
車

・
パ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

め
の
出
張
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

(下

表
)
。
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
郵
送
に
よ
る
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は、

必
要
書
類
を
忘
れ
ず
に
添
付
し
て
市

役
所
課
税
課
市
民
税
担
率
一
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

各
支
所

・
行
政
逮
絡
所
で
は、

申

告
書
の
受
け
付
け
や
舎
き
方
の
指
導

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

申
告
用
紙

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、
1
月
幻
日
に
市
県
民

税
申
告
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
申
告

書
が
届
い
て
い
な
い
方
に
は
、
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
し
ま
す
。
市

役
所
課
税
謀
、
各
支
所

・
行
政
連
絡

所
、
申
告
会
場
(
開
設
時
の
み
)
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す。

申
告
に
必
要
な
も
の

源
泉
徴
収
票
(
原
本
)
、
生
命
保

険

・
個
人
年
金

・
損
害
保
険
の
控
除

ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
で
申
告
書
の
作
成
を

会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告

書
は
な
る
べ
く
自
分
で
書
く
か
、
国

税
庁
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

(Z
G一¥
¥

若
者
宅

b
E
・閃
0
・5
)
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

作
成
し
た
申
告
書
は
〒
2
7
7
1

8
5
2
2柏
市
あ
け
ぼ
の
2
の
1
の

初
柏
税
務
署
に
郵
送
す
る
か
、
税
務

署
正
門
の
時
間
外
文
書
収
薬
に
投

か
ん
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ

の
際
、
収
受
印
の
押
さ
れ
た
申
告
書

の

「控
」
が
必
要
な
方
は
、
3
枚
複

写
の
申
告
書
の
3
枚
目
と
切
手
を
肋

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
用
紙

申
告
に
必
要
な
用
紙
と
手
引
き
は
、

税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
税

日 程 d2』Z 場 内 合同恒

2月16日同-18日臥
市 民 .c>‘ 館 事市県民税の申告受け付け

2月20日(同 ~ 
事作成清みの確定申告書の預かり(糊糖l酒造)

2月21日開) 新木近隣センター 事簡単な確定申告書の作成指導

2月24日同 湖北地区公民館
※次の方の確定申告はこちらの会場では指導

2月27日(同 市 民 A. 館 できません。柏税務署ヘ直接ご相談ください。~ 

2月28日開) 布佐南近隣センター 。収支計算が必要な事業所得者 (自営業、農

3月1日例-4日幽 市民会館 業、不動産業、作家など)
。土地、建物、株式などの譲渡所得の申告を

3月7日開)
湖北台市民センター する方
(駐車場はありません) 。青色申告、 過年分の申告、平均課税の申告

3月8即ト 11日ぬ をする方
市 民 .c>‘ 館 。住宅借入金等特別控除、雑損控除外国税3月15日例 ~ 

額控除を受ける方

市が開設する会場証
明
書
(
原
本
)
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
社
会
保
険
料
の
納
付

確
認
書
ま
た
は
領
収
書
、
医
療
費
の

務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る
方
は
、

必
ず
そ
の
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
か
ら
印
刷

し
た
も
の
も
使
用
で
き
ま
す。

確
定
申
告
書
A
・
B
、
分
離
課
税

用
申
告
書
、
損
失
申
告
用
申
告
書
は、

申
告
期
限
ま
で
は
市
役
所
課
税
課
、

各
支
所

・
行
政
連
絡
所
、
出
張
申
告

会
場
(
開
設
時
の
み
)
に
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す。

申
告
に
必
要
な
も
の

お
お
む
ね
市
県
民
税
の
申
告
と
同

じ
で
す
が
、
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合

は
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

税
務
署
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

還
付
金
は
口
座
へ
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
接
込
口
座
の
わ
か
る

も
の
(
通
帳
や
口
座
番
号
の
メ
モ
な

※受付時間，!、9:30-11:30、13:00-15:30です。

市民

内 容

申市県民税の申告受け付けのみ
ザ |
(受付時聞は、 10:∞-12:∞、13:00-15:30)

場

-フプ

ム一品

一
幽
-
門口

霊
一
お

署
守
一

~

一
一関門口

町

4
目
月
内
J
』

日

領
収
書
(
原
本
)
、
医
療
費
の
補
て

ん
金
が
あ
る
場
合
は
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
わ
か
る
書
類
、
印
鑑

ど
)
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
年
金
受
給
者
対
象

確
定
申
告
書
作
成
相
麟
会

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
医
療
費

控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
や
年
金

受
給
者
の
方
を
対
象
に
、
税
務
署
員

に
よ
る
確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い

て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す。

相
談
日
時

2
月
1
日

ω・
2
日
側
、

午
前
9
時
加
分
か
ら
正
午
、
午
後
1

時
か
ら
3
時
却
分

場
所

市
民
会
館

※
相
談
会
場
へ
お
越
し
に
な
る
際
は
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
電
車
、
印
鑑
、
申
告

に
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
贈
与
税
の
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ

新たに消費税の課税事業者

になられた方は、「消費税課

税事業者届出書Jを税務署に
提出する必要があります。ま

た簡易課税を適用しないで

課税仕入れに係る消費税を控

除するには、帳簿と仕入等の

事実を証する請求書等の両方

の保存カ加要です。

税務署では、記帳指導を希

望される個人事業者の方に対

して、外部の指導機関を通じ

た無料の記帳指導も行ってい

ますので、ご相談ください。

青色申告のおすすめ
青色申告は、毎日の収入や

経費を帳簿に記入し、正しく

所得や税額を計算して申告す

る制度です。青色申告をする

と税金の面でさまざまな特典

力噴けられますのでご利用く

ださい。詳しくは税務署にお

尋ねください。

消費税ガ変わりましだ!
平成15年の課税売上高が

1，0∞万円を超えた方は、平

成17年分から消費税の課税

事業者となり申告が必要です。

柏税務署からのお知らせ所
得
税

・
市
県
民
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
主
な
変
更
点

配
偶
者
特
別
控
除

控
除
対
象
配
偶
者
へ
の

「配
偶

者
特
別
控
除
」
の
適
用
が
な
く
な

り
ま
す
(
所
得
税
は
平
成
凶
年
分

か
ら
、
市
県
民
税
は
口
年
度
分
か

ら)。
醸
渡
所
得

平
成
時
年
1
月
1
日
以
降
に
行

う
土
地
や
建
物
の
譲
渡
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
失
に
つ
い
て
、
特
定
の

ん
。
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
は
柏
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
た
無
料

申
告
相
談

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
場
合
(
マ

イ
ホ
ー
ム
の
譲
涯
損
失
の
損
益
通

算
と
繰
越
控
除
の
特
例
)
を
除
い

て
は、

土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得

以
外
の
所
得
と
の
損
益
通
算
と
翌

年
以
降
へ
の
損
失
の
繰
り
越
し
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

ま
た
、
土
地
、
建
物
等
の
長
期
譲

渡
所
得
の
1
0
0万
円
の
特
別
控

除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
税
理
士
会
柏
支
部
で
は
、

税
理
士
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
た

め
の
無
料
申
告
相
談
を
行
い
ま
す

(
左
毒

。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

説理士会が行う小規標事業者のための無料申告相接
日 程

dz』z 場(いずれも2月)
9日閥、10日倣 沼南町役場
25日幽 2階大会議室
14開)-18日蝕

野田市中央公民館
21開)、22即時
17日閥、18日臥 柏市役所第2庁舎
21日月)-23日同 1階ロビー

あぴこ市民プラザ
※10時以前は入場で

21開)-25日幽 きません。
※なるべく立体駐車
場のご利用を。

※受付時間除、ずれの会場も10:∞-12:
00、13:∞-15:30です。混雑状況に
より、終了時間前に受け付けを締め切
る場合があります。
※年金受話者や給与所得者の還付申告の
相談も行います。

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は fあびこ楽校jの事業です。
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V投票区域と投票所(新・旧)

.. 
ti 怠

天
王
台
南
側
地
区
(
泉
自
治
会

集
会
所
投
票
所
、
天
王
台
自
治
会

館
投
票
所
地
区
)
の
投
票
区
域
と

投
票
所
が
、

3
月
日
日
実
施
予
定

の
千
葉
県
知
事
選
挙
と
千
葉
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
か
ら
変
わ
り
ま

す
。
天
王
台
西
公
園
に
投
票
所
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
投
票
区
域

も
変
更
し
ま
す
(
左
表
参
照
)
。

な
お
、
天
王
台
西
公
園
に
は
、

仮
設
の
投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

※
投
票
の
際
は
、
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圃

選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線
3

4
6
 

福
祉
推
進
市
民
研
究
会
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
、
保
健
福

祉
の
計
画
づ
く
り
や
事
業
の
推
進
に

反
映
す
る
た
め
、
福
祉
推
進
市
民
研

究
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
来
年

度
は
第
3
次
保
健
福
祉
総
合
計
画
の

推
進
状
況
の
進
行
管
理
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

会
議
は
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の
方
(
他
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
)

官
官
貝
*
高
齢
者
福
祉
部
門
:・
3
人

*
障
害
者
福
祉
部
門
:・
2
人

*

児

委
員
を
募
集

童
福
祉
部
門
・:
5
人

(
な
る
べ
く
男

性
)
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。

委
嘱
期
間

3
年
間

申
し
込
み

我
孫
子
市
の
福
祉
に
つ

い
て
の
意
見
や
提
言
な
ど
を
8
0
0

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

2
月

沼
田
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l
9
2

市
役
所
福
祉
総
合
相
談
室
(
住
所
省

略
可
)
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

圃

福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
4
7

F
O
 

特定地区の良好な景観づくりをめざして

「景観保全型広告整備地区j

指定に向けての説明会

市
で
は
、
特
に
景
観
形
成
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
区
域
を

「特
定
地

区
」
に
定
め
、
建
築
物
や
屋
外
広
告

物
な
ど
の
形
態
や
意
匠
、
色
彩
の
景

観
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
規

テ
ー
マ
の
柱
は
「
事
業
計
画」

市
民
活
動
団
体
が
、
継
続
し
て
効

巣
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
、
つ
に
な
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
時

2
月
比
日
開
午
後
2
時
か
ら

4
時

ω分

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

テ
l
マ
「
N
P
O
の
役
割
と
そ
の

意
味
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
」

内
容
基
調
講
演

講
師
:・
山
岡
義

典
さ
ん
(
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー
副

代
表
理
事
)
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ

や
辛
ぜ

ヨ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト
:・
柳
瀬
敬
さ
ん

じ
ね
ん
じ
主

(N
P
O
法
人
自
然
生
ク
ラ
ブ
代
表

理
事
)
、
渡
透
毅
さ
ん

(N
P
O
法

人
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
理
事
長
)
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
1
・・・
山
岡
義
典
さ
ん

定
員

先

着

ω人

参
加
費
無
料

制
の
実
行
性
を
高
め
る
た
め
、
同
地

区
を
千
葉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の

「景
観
保
全
型
広
告
整
備
地
区
」

へ

の
指
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
指
定
に
先
立
ち
、
広
告
物
の

形
態
な
ど
の
基
本
方
針
や
設
置
基
準

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

2
月
5
日
出
午
前
日
時
か
ら

正
午
場
所
市
役
所
庁
舎
分
館

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

※
「
特
定
地
区
」
は
、
都
市
計
画
道

路
3
・
5
・
日
号
(
手
資
沼
ふ
れ
あ

い
ラ
イ
ン
)
の
呼
塚
新
田
(
柏
市
と

の
境
)
か
ら
都
部
新
固
ま
で
の
道
路

両
側
2
0
0
m
以
内
の
区
域
で
す
。

圃

県
庁
公
園
緑
地
課
宮
0
4
3
・

2
2
3
・
3
9
9
6
、
市
役
所
都
市

計
画
課
・
内
線
5
7
8

連
続
セ
ミ
ナ
ー

日
時

①
2
月
幻
日
開
、

②
2
月
辺

日

ω、
③
3
月
7
日
開
、
④
3
月
8

日

ω、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
初
分
か

ら
5
時
却
分

場
所
市
役
所
庁
舎
分
館

内
容

①

「
思
い
を
静
か
す
事
業
計

画
の
あ
り
方
」
講
師
:・
太
田
昌
也
さ

ん
(
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
常
務

理
事
・
)
②

「事
業
計
画
に
あ
っ
た

資
金
調
の
あ
り
芝
講
師
:・
新
田
英

理
子
さ
ん
(
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー

企
画
主
任
)
③

「
理
解
さ
れ
る
組

織
で
あ
る
た
め
の
広
報
の
あ
り
方
」

講
師
:
訴
時
間
晶
子
さ
ん
(
せ
ん
だ
い
・

み
や
ぎ
N
P
O
セ
ン
タ
ー
常
務
理

事
・
事
務
局
長
)
④

「活
発
な
活

動
を
す
る
た
め
の
組
織
と
人
の
あ
り

方
」
講
師
:・
田
尻
佳
史
さ
ん
(
日
本

N
P
O
セ
ン
タ
ー
理
事
・
事
務
局
長
)

対
象

主
に
市
内
で
活
動
す
る
市
民

活
動
団
体

(N
P
O
法
人
等
法
人
格

の
有
無
は
問
わ
な
い
)
の
ス
タ
ッ
フ

定
員
先
着
初
人
(
全
4
講
座
参
加

者
を
優
先
)

参
加
費

3
0
0
0
円

(
4
講
座
に

参
加
で
き
な
い
場
合
は
1
講
座
に
つ

き
1
0
0
0
円
)

申
し
込
み

両
セ
ミ
ナ
ー
と
も
に
申

込
用
紙
(
市
民
活
動
支
援
謀
、
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
ア
ピ
ス
夕
、
各
近

隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
持

参
の
い
ず
れ
か
で
〒
2
7
0
1
1
1

9
2市
役
所
市
民
活
動
支
援
謀
(
住

所
省
略
可
)
削
7
1
8
5
・
5
7
7

7
へ
主
催

我
孫
子
市

圃

市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
4
8

9
 

5
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
を
め
ざ
し
て

5

れ
る
消野
費薬
害作
墓り
本と
法

成
田
市
で
有
機
農
業
を
す
す
め
J

A
S
認
証
を
受
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
代
表
に
よ
る
安
心
・
安
全
な
野
菜

作
り
な
ど
の
講
演
と
、
改
正
さ
れ
た

消
費
者
基
本
法
の
要
点
、
千
葉
県
消

費
者
条
例
(
案
)
の
説
明
で
す
。

日
時

2
月
日
日
制
午
後
1
時
加
分

か
ら
4
時

場
所
市
民
会
館
(
参
加
無
料
)

内
容

①

「売
れ
る
野
菜
作
り
」
講

師
:・
石
井
吉
彦
さ
ん
〈
農
事
組
合
法

人
ナ
チ
ラ
フ
ル
シ
l
ド
事
務
局
長
〉

(
写
真
)
②

「消
費
者
基
本
法
と
は
」

講
師
・・・
千
葉
県
県
民
生
活
課
消
費
者

行
政
推
進
室
職
員

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催
我
孫
子
市
消
費
者
の
会
、
あ

ぴ
こ
型
地
産
地
消
推
進
協
議
会
、
千

葉
県
、
我
孫
子
市

圃

和
田
宮
7
1
8
3
・
1
4
3
4

ウイングホール柏斎場

2月16日から

仮予約の受付時聞を延長

投票区域 投票所

泉 泉自治会
天王台5丁目 (8'" 21番)集会所
天王台1丁目 (1'" 12番)

天王台
天王台2丁目

自治会館新天王台3丁目 (1'" 22番)
天王台1丁目(13"'24番)

天王台西
天王台3丁目(23'"36番)公園
天王台4丁目

(新設)
天王台5丁目 (1"'7番)
泉 泉自治会

|日
天王台4・5丁目の一部 集会所
天王台1・2・3丁目 天王台
天王台4・5丁目の一部 自治会館

2月1固から

印鑑登録証明書

の性別欄を削除

題也怠eilcr(!J ~øθøn
編集委員を募集

受付時間午前8時30分から午後9時

仮予約方法電話か来場による(電話の場合は、電話で予約し

た内容をファクスで送信)(ファクスのみでの仮予約はできません)

仮予約の有効期間 仮予約の受付日から2日後の午後5時まで

※斎場利用の前日までに本予約の手続きを完了してください。

※死体(胎)埋火葬(改葬)許可証および斎場使用許可蓄の突

付を受けると本予約になります。

※有効期間内に本予約されない場合は、自動的に取り消します。

受付場所・固 ウイングホール相斎場合7131-6649剛7132・

4567 

2月1日から、印鑑登録
証明書に記載されるのは印

影氏名、生年月日、住所

となります。

これは性同一性障害の方

に配慮し、印鑑登録証明書

の性別欄を削除したためで

す。

なお、この変更による提

出先への影響はありません。

固 市民謀・内線317

市民の皆さんの視点でわかりやすい情報を

提供するため、福祉広報の編集委員を募集します。

対象・定員市内在住の18歳以上の方、 3人以内

任期 4月1日から平成18年3月31日(編集委員会は年間12回程

度で、平日の昼間に開催)

報酬 1回500円

申し込み郵送、 Eメーjレ、直接持参のいずれかで「福祉広報で表現
したいことJを800字以内にまとめ、別紙に住所、氏名、志望動機、
電話番号を明記し、2月16日必着で〒270・1192市役所福祉総合相

談室(住持省略可)Eメールsougousoudan@city.abiko.chiba.jpヘ
固福祉総合相談室・内線476

合

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳合7183-6000テレホンガイド ・声の便利帳ft7185・5000
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農
家
開
設
型
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

農
の
寺
子
屋

「伝
習
農
場
む
そ
う
塾
」

-ー-
場
所
北
新
田

(
1区
画
初
ぱ
)
〈
下

回
参
照
〉

内
容

毎
週
土
曜
日
(
午
前
9
時
か

ら
日
時
)
、
有
機
農
法
に
よ
る
土
づ

く
り
か
ら
野
菜
の
育
て
方
の
基
礎
講

習
と
実
技
指
導

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、

市
内
の
福
祉
施
設
や
団
体
な
ど
に
属

す
る
方

客
員
初
人
程
度
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費

周

年

額
4
万
6
0
0
0
円
(
農

園
利
用
料
、
指
導
料
、
施
設
・
農
具

利
用
料
、
チ
ッ
プ
生
ゴ
ミ
藤
代

を
含
む
)

。
説
明
会

2
月
四
日
制
午
前
日
時

t1 怠

ei詳
山鳥を観察しよう

白谷遣の自然観察会

第1134号

開
発
戸
、
都
部
の
谷
津
に
生
息
す

る
小
鳥
を
観
察
し
ま
し
ょ
、
っ
。

日
時
・
集
合
場
所

2
月

皆

同

午

前
9
時
却
分
東
我
孫
子
駅
南
口
広
場

集
合
、
日
時
加
分
現
地
解
散
予
定
(
小

雨
実
施
、
荒
天
中
止
)

案
内
人

首
藤
美
恵
子
さ
ん
・
染
谷

か
ら
正
午
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

(
現
地
農
園
案
内
あ
り
)

圃

玉
根
宮
町
7
1
8
2
・
9
1
0

0
(午
後
7
時
か
ら
9
時
)

市
民
農
園
空
き
区
画

次
の
市
民
農
園
で
は
、
空
き
区
画

の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

農
園
名
・
場
所
・
圃
①
今
井
ふ
れ

あ
い
体
験
農
園
(
中
峠
)
・:
J
A東

寝
ふ
た
ぱ
湖
北
支
庖
宮
7
1
8
8
・

2
5
1
1

⑦
語
木
ふ
れ
あ
い
体
験

農
園
(
江
蔵
地
)
:
・J
A
東
潟
ふ
た

ぱ
布
佐
支
庖
宮
7
1
8
9
・
3
1
5

1

③
浅
間
前
新
田
市
民
農
園
(
浅

間
前
新
田
)
:・
市
役
所
農
政
課
・
内

線
5
1
2
(下
回
参
照
)

迫
夫
さ
ん
(
自
然
観
察
指
導
員
)

定
員
先
着
犯
人

参
加
費

無
料

持
参

双
眼
鏡
(
お
持
ち
の
方
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
課

.
内
線
4
6
4
へ

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
8

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
7
1
8

5
・
5
0
0
0
コ
1
ド
番
号
8
5
0

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。 第49回プラザコンサート

今回のテーマは

日
時

2
月
5
日
出
午
後
3
時
間
演

場
所
市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
無
料
)

出
演
・
曲
目
細
谷
桜
子
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
)
:・小
さ
な
赤
い
ひ
ば
り
(
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
)
ほ
か
、
鳴
瀬
有

香
さ
ん
勺
ヒ
ア
ノ
)
:・
テ
ン
ペ
ス
ト

。=
3
1
ス
ポ
ー
ツ
を

傭
殿
し
ま
ぜ
九
か

ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
を
と
お
し
て
、

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
楽
し
い
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
*
湖
北
台
東
小
:
・2

月
ロ
日
・
お
日
、

3
月
お
日

*
布

佐
小
:
・2
月
5
日
・
四
日
い
ず
れ
も

土
曜
日
、
午
前
9
時
初
分
か
ら
日
時

加
分
(
各
会
場
と
も
校
庭
、
体
育
館

使
用
。
雨
天
時
は
体
育
館
の
み
)

※
学
校
行
事
に
よ
り
日
時
が
翠
史
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
容

ニ
ュ
ー
ス
ポ
1
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
体
験
講
習
会
、
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
、
パ
ッ
ゴ

1
、
ヘ
ル
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ス
カ
イ

ク
ロ
ス
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
・
ザ
・
ス

テ
ィ
ッ
ク
ほ
か

※
我
孫
子
市
体
育
指
導
委
員
が
指
導

し
ま
す
。

対
象

小
学
生
以
上
、
ど
な
た
で
も

参
加
費

無
料

持
参

上
履
き

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃

教
育
委
員
会
体
育
課
8
7
1
8

7
・
7
5
5
5

(
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
)
、
フ
ル
ー
ト
ア
ン

サ
ン
ブ
ル

「ジ
ュ
イ
1
ル
」
(
植
村

順
子
さ
ん
、
大
林
裕
幸
さ
ん
、
菊
谷

美
緒
さ
ん
、
中
丸
雄
一
郎
さ
ん
、
桑

原
知
樹
さ
ん
)
:・
協
奏
曲
集
「
四
季
」

よ
り
冬
(
ピ
パ
ル
デ
イ
)
ほ
か

定
員

先

着

1
3
0
人

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

チャレンジ

してみませんか

オリエシテーリシヴザ・図

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子
・
友

達
と
の
究
流
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

地
図
を
片
手
に
、
古
戸
の
自
然
を

パ
ス
見
学
会

水
め
ぐ
り
の
旅

手
賀
沼
な
ど
の
水
は
、
ど
の

よ
う
に
循
環
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
北
千
葉
静
水
場
な
ど

を
パ
ス
で
見
学
し
ま
す
。

日
時

3
月
1
日

ω午
前
8
時

品
分
市
民
会
館
駐
車
場
集
合
、

午
後
5
時
同
地
解
散
予
定
(
雨

天
実
施
)

場
所
北
千
葉
静
水
場
、
北
千

葉
導
水
第
2
機
場
、
手
賀
沼
終

末
処
理
場
(
参
加
無
料
)

客
員
先
着
お
人

持
参

昼
食
、
飲
み
物
、
ス
リ

ッ
パ
、
雨
が
つ
ぱ
(
雨
天
時
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
商
工

観
光
課
・
内
線
3
2
9
へ

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に
は
、

豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

3
月
6
日
制
午
前
9

時
湖
北
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
集

合
、
午
後
1
時
同
地
解
散
予
定

※
雨
天
時
は
、
体
育
館
で
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
行
い
ま
す
。

※
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

対
象
・
定
員
小
学
生
か
ら
中
学
生

(
3
人
か
ら
5
人
で
1
チ
1
ム
)
、
先

着
回
組
程
度

※
小
学
校
3
年
生
以
下
は
親
子
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費

無
料

持
参

上
履
き
、
お
わ
ん
、
お
は
し

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
・
学
年
、
年
齢
を
明
記
し
、
〒
2

7
O
I
l
l
6
6
我
孫
子
1
6
8
4

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

圃

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

地域交流教室
年間利用申請を受け付け

平成17年度吾九
日又平成17年度学校体育施

年間利用申請を受け付け

台西小 (2教室) *布佐小(1教室)
利用期間 4月1日から平成18年3月
31日(1年間)

利用時間 午前9聞から午後9時(根戸

小と高野山小は開聞が異なります)

申し込み 申請書(教育委員会に用意)

に必要事項を明記し、 2月2日から8日
まで(土・日曜日を除く)に教育委員会

社会教育課ヘ持参(申請聞に受付番号を

決めるくじ引きを実施)

園教育委員会社会教育課ft7185・1602

教育委員会では、地域におけるサーク

jレなどの生涯学習活動を支援するため、

小学校の余裕教室を 「地域安流教室Jと
して無料で開放しています。

地域安流教室は、「毎月第2金曜日J
のように年間利用ができます。年間利用

を希望される方は申請してください。(短

期間の利用は、随時受け付け)

設置校・教室数 *我孫子第一小 (2教

室) *根戸小(1教室) *高野山小(1 
教室) *湖北台東小(2教室) *湖北

教育委員会でletスポーツ活動やPTA湖を 枝休業日…午前9聞から午後5時

行う団体を対象に、 4惇枝の運動場と体育館、中 体育館 O平日…午後5時から9時 O土曜
学校の体育館と武道場を無料で開放しています。 日..午後1時から9閏 O学根休業日・・・午前
学校の休業日や授業の終了後に、年聞を通 9時から午後9閏

じて定期的に利用することができますので、 ※中学校施設の開放日時は、体育諜へお問い

新規に利用を希望する団体は申請してくださ 合わせください。

い。(短期間利用は、随時受け付け) 申し込み 申請書(体育課に用意)に必要事

※平成16年度の利用団体には、申請書を送 項を明記し、 2月18日までに各小・中学校
付しています。 の施設を担当する管理指導員ヘ持参

小学校運動施設の開即日時 固教育委員会体育諜(市民体育館内)ft 

運動場 O土曜日・・・午後1時から5時 O学 7187-7555 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。はfあびこ楽校jの事業です。
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久寺家学習|

我
孫
子
左
右
衛
門

但
守
馬
の
ゆ
か
り

の
兜
を
デ
ザ
イ
ン

し
、
勇
気
を
象
徴

と
し
て
い
る

日
本
古
来
か
ら
あ
る
「
道
」
を
極
め
る

心
の
修
養
を
目
的
に
「
華
道
」
「
茶
道
」
「
書
道
」
「
武
道
(剣
道
ご
を
選
択
教
科

の
学
習
の
一
つ
と
し
て
始
め
た
。
地
域
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
協
力
の
申
し
出

が
あ
り
、
地
域
の
方
々
を
道
の
先
生
と
し
て
学
習
は
始
ま
っ
た
。

室田

道

み

書
道
で
は
各
学
年
と
も
席
書
大
会

や
書
き
ぞ
め
展
覧
会
用
の
字
を
練
習

し
て
い
ま
す
。
文
化
学
習
発
表
会
で

は
、
今
ま
で
の
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
講
師
の
先
生
に
手
直
し
て
も
ら

い
段
々
と
上
達
し
て
き
ま
し
た
。

三
年
の
五
十
嵐
康
広
さ
ん
は
「

一
人
一
人
違
う
課
題
が
設
定
さ
れ
る

の
で
、
早
く
上
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
。
」

と
の
こ
と
。

心の修養

華
道

生
け
る
こ
と
は

自
分
を生
か
す

華
道
は
一
回

ご
と
に
テ

l
マ

が
決
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て

花
を
生
け
ま

す
。
始
め
た
頃
は
生
け
方
が
よ
く
分
か
ら
な
く
、

作
品
を
仕
上
げ
る
の
に
と
て
も
時
聞
が
掛
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
段
々
と
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

今
で
は
生
け
る
こ
と
自
体
が
楽
し
い
よ
う
で

す。

一二
年
西
川

芙
由
子
さ
ん
は

「
華
道
で
の
学

習
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
は
、

ど
の
花
も
と
て

も
美
し

い
と
い

う
こ
と
で
す
。

生
け
た
花
が
よ

り
美
し
く
見
え

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

」
と

の
こ
と
。

剣
道
外
部
講
師
の
先
生
の
指
導
の
下
、

一二
年
生

は
実
際
に
胴
着

・
袴

・
胴

・
面

・
小
手
な
ど
の

防
具
を
つ
け
て
試
合
形
式
の
練
習
を
行
っ
て
き

ま
し
た。

一二
年
生
は
、
級
が
と
れ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
授
業
の
最
後
に
は
友
達
と
試
合
を
し
て
い

ま
す
。

一二
年

生
の
工
藤
圭

史

さ

ん

は

「
ま
だ
型
が

で

き

て

い

ず
、
「面
!」

と
い
い
な
が

ら
鯛
を
打
っ

て
し
ま
う
こ

と
な
ど
あ
り

ま
す
が
、
と

に
か
く
一
生

懸
命
で
す
。
」

と
の
こ
と

外
部
講
師
を
迎
え
て
の
稽
古

通
学
路
に
で
き
た
新
し
い
横
断
歩
道

交
通
ル

l
ル
を
守
り
、
安
全
第
一

茶
道
文
化
学
習
発
表
会
で

お
点
前
を
披
露

茶
道
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
人
を
も

て
な
す
心
で
す
。
私
た
ち
は
三
年
聞
か
け
て
そ
の

心
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
年
生
は
十
一
月

の
文
化
学
習
活
動
発
表
会
で
お
点
前
を
披
露
で
き

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た。

「
複
雑
な
動
作
の
一
つ
一
つ
に
色
々
な
意
味
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た。
」
「
茶
道
を
通
し
て
正

い
姿
勢
や
お
客
様
に
対
す
る
心
遣
い
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
三
年
生
の
浦
圭
子
さ
ん
は

こ
ん
な
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

茶
道
を
通
し
て
学
ん
で
き
た
こ
と
を
今
後
に
活

か
せ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

i
s'
f
1
 

4
aE
E
'
 

使
い
づ
ら
い
。
。

従
来
の
バ
ッ
グ
を
吏
更

O
OE
い
、
高
い
、

九
月
か
ら
、
生
徒
会
本
部
役
員
と
学
級
委
員
を

中
心
と
し
て
、
鞄
の
変
更
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

き
ま
し
た
が
、

一
月
七
日
よ
り
、
施
行
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
久
寺
家
中
で
は
、

久
中
バ
ッ
グ
と
黒
の
ス
リ

l
ウ
ェ

イ
バ
ッ
グ
を
学

校
指
定
の
鞄
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
主
に
、
黒
の
ス

リ
ー
ウ
ェ
イ
バ
ッ
グ
の
使
用
者
か
ら
、
「
重
た
す

ぎ
る
」
「
支
点
が
定
ま
ら
な
く
て
使
い
に
く
い
」

「
高
す
ぎ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

全
校
生
徒
に
占
め
る
ス
リ
ー
ウ
ェ
イ
バ
ッ
グ
の
使

用
者
の
割
合
は
低
い
も
の
の
、
今
回
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た。

今
回
の
変
更
に
当
た
っ
て
、
全
校
生
徒
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

養母
• 

久
寺
家
中
の
学
区
内
に
、
新
し
く
横
断
歩
道
が
で
き
、
押
し
ボ
タ
ン
式

の
信
号
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
信
号
は
、
久
寺
家
中
の
生
徒
や
小
学
生
や

通
勤
の
方
々
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
横
断
歩
道
で
は
毎

朝
、
交
通
指
導
員
の
方
が
私
達
の
安
全
を

見
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
回
交
通
指

導
員
の
方
に
私
達
の
通
学
の
よ
う
す
な
ど

に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
横
断
歩
道
の
渡
り
方

に
つ

い
て
は
「
信
号
が
点
滅
し
始
め
た
ら
、
危
な
い
か
ら
気
を
つ
け

て
下
さ
い」

と
、
ま
た
中
学
生
は
「
話
に
夢
中
に
な
っ
て
い
て
、
車

な
ど
に
気
が
つ
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
お
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
交
通
指
導
員
の
方
は
、
車
な
ど
が
確
実
に
相
手
が
止
ま
っ
て
か

ら
渡
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
渡
っ
て
い
い
で

す
よ
な
ど
の
手
の
ジ
エ
ス
チ
ャ
ー
を
大
き
く
す
る
よ
う
に
心
掛
け
私

た
ち
の
安
全
の
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
交
通
ル
ー

ル
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

鞄
の

移

そ
の
結
果
、
土
一年
生
は
も
う
卒
業
が
間
近
な
の
で
、

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
久
寺
家
中
バ
ッ
グ
で
過
ご

す
よ
う
で
す
。
一

、
二
年
生
の
多
く
の
生
徒
は
エ

ナ
メ
ル
バ
ッ
グ
な
ど
に
、
ま
た
、
背
負
え
る
の
で

肩
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
し
か
も
両
手
が
空
き
、

荷
物
が
一
度
に
た
く
さ
ん
運
べ
る
リ
ュ
ッ
ク
を
主

に
使
用
す
る
よ
う
で
す
。

マ
変
更
内
容
ム

O
鞄
の
色
と
形
は
基
本
的
に
問
わ
な
い
。

重
い

・
高
価

・
使
い
勝
手
が
悪
い
も
の
は
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
本
来
の
使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

久
寺
家
中
バ
ッ
グ
に
前
々
か
ら
あ
っ
た
不
満
な

点
は
、
こ
れ
を
機
会
に
な
く
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
登
下
校
は
以
前
よ
り
ず
っ
と
楽
に

な
る
で
し
ょ
う
。

口
-
全
校
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
口
・

一
、
鞄
の
変
更
に
つ
い
て

良
い
・:
5
劃

理
由

・
自
分
の
目
的
に
あ
っ
た
物
で
使
え
る

・
雨
の
日
は
、
バ
ッ
グ
が
濡
れ
ず
に
す
む

良
く
な
い
・・・
3
割

理
由

・
バ
ッ
グ
が
も
っ
た
い
な
い

-
新
し
い
パ
ッ
ク
の
購
入
に
お
金
が
か
か
る

二
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
鞄
を
使
用
し
ま
す
か
。

-
エ
ナ
メ
ル
バ
ッ
グ
、
久
中
バ
ッ
グ
が
約
7
劃

.
リ
ュ
ッ
ク

・
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
が
約
3
劃

.
ま
だ
決
め
て
い
な
い
と
い
う
人
が
少
し

一年生の総合的な学習の時間では

『郷土学習Jとして、我孫子市に関

する文化芸術、政治経済 ・自然科学

などについて調べ、レポートにまと

める学習を行っている。郷土につい

ての知識や理解を深める学習を行っ

ています。文化芸術分野では「我孫

子の民話J、政治経済では「我孫子

市にある施般についてJ、自然科学

では「身近な場所に住む鳥、樹木J

などについて関心が高く、熱心に学

習を進めていました。
脅f

郷 土学習|
ロ・口編集後記口・口

自
然
が
い
っ
ぱ
い
久
寺
家
中

一
年
生
の
戸
谷
恵
里
可
さ
ん
は
、

「久
寺
家
中

の
樹
木
、
特
に
葉
の
形
」
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

校
庭
に
あ
る
樹
木
の
写
真
を
撮
り
、
葉
を
手
に
取

り
そ
の
形
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、

一
覧
に
し
ま
し
た
。

樹
木
は
二
十
五
種
類
の
樹
木
を
調
べ
、

「木
の
種

類
に
よ
っ
て
葉
の
形
が
違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
久
寺
家
中
に
は
た
く
さ
ん
の
樹
木
が

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
よ
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「環
境
問
題
」
に
つ

い
て

も
調
べ
、
文
化
学
習
発
表
会
で
は

「こ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
自
然
が
あ
る
久
寺
家
中
の
生
徒
に
な
れ

た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。今回は4つのテーマを決め、

記事にしました。特に久寺家
学習、郷土学習では生徒が積
極的に活動している様子が見
られ、久寺家中生の学習に対
する意欲の高さを改めて実感
しました。

3年浦圭子林田祐佳
工藤圭史

2年松岡秀世鈴木直人
古閑麻梨奈板ロ貴紀

1年 戸谷恵里可

このページは、子どもたち自身が自由に企画・編集したものを、そのまま掲載しています。
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舗
綴
包〉

害
学識

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

。
長
寿
大
学
大
学
祭

-司・-
日

2
月
四
日
冊
9
時
却
分

i
v即
時

所

湖
北
地
区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

内

各
学
年
・
ク
ラ
ブ
、
同
窓
生
の

舞
台
発
表
と
作
品
展
示

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃

湖
北
地
区
公
民
館
宮
7
1
8
8

.
4
4
3
3
 

ヨ
我
孫
子
吹
奏
楽
団

E
第
市
固
定
期
演
奏
会

日

2
月
初
日
制
凶
時
開
演

所

市
民
会
館

曲
目

ペ
l
ル
・
ギ
ユ
ン
ト
第
一
組

曲
(
グ
リ
1
グ
)
、
序
曲
1
8
1
2

年
(
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
l
)
、
ポ
ッ

プ
ス
ほ
か

指
揮

後
藤
忠
之
さ
ん

費

5
0
0
円
(
小
・
中
学
生
3
0

0
円
)

入
場
券
販
売
所

市
民
会
館
内
ひ
ろ

が
り
、
ツ
カ
ダ
楽
器
(
柏
市
)

圃

中
村
宮
7
1
8
7
・
0
7
9
9

.. 
" 怠

手
賀
沼
公
園
体
験
乗
馬
会

第 1134号

日

2
月
四
日
冊
目
時

i
H時

所
手
賀
沼
公
園
(
小
雨
実
施
)

※
以
降
偶
数
月
の
第
2
日
曜
日
に
実

施
予
零

費

5
0
0
円
(
保
険
料
含
む
)

圃

N
P
O法
人
千
葉
県
ヒ
ュ
ー
マ

ン
セ
ラ
ピ

l
協
会
宮
0
4
7
6
・
お

・
1
7
1
7

日
・・・
日
時

所
・・・場所

吉
井
貞
俊
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ッ
チ
絵
巻
物
展

日
・
所

1
月
却
日
出
1
2月
6
日

冊
目
時

sm時
、
ア
ピ
イ
ホ
l
ル
(
ア

ピ
イ
ク
オ
1
レ
3
階
)
〈
入
場
無
料
〉

内

新
幹
線
か
ら
見
た
風
景

圃

ア
ピ
イ
ク
オ
1
レ
宮
7
1
8
2

.
1
3
5
1
 

第
幻
回
昭
和
の
演
歌

歌
と
踊
り
新
春
大
会

日

2
月
日
日
例
日
時
開
演

所

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内

懐
メ
ロ
か
ら
最
近
の
話
題
曲
ま

で
歌
と
踊
り
の
全
却
曲

圃

阿
部
宮
0
9
0
・
8
0
8
1
・

マ
'
只u
っ-マ
'

第

叫

回

陶

炎

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
陶
芸
展

日
・
所

2
月
日
日
同

s
u日
冊
目

時
i
口
時
、
浅
野
谷
ハ
イ
ツ
1
0
3

号
室
(
マ
ル
エ
ツ
天
王
台
庖
奥
)

費

無

料

圃

高
間
宮
7
1
8
4
・
5
4
1
7

第
竹
田
我
孫
子
市
母
親
大
会

日
・
所

2
月
お
日
出
ロ
時
却
分
1

日
即
時
加
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ヒ

パ
ク
シ
ャ

H
I
B
A
K
U
S
H
A

世
界
の
終
わ
り
に
」
の
上
映

対

先
着
2
0
0
入

費

1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
同
大
会
実
行
委
員

会
・
上
村
宮
7
1
8
8
・
5
7
1
2

感
動
の
ビ
デ
オ
上
映
会

「
掘
る
ま
い
か
」

日
・
所

2
月
日
日
嗣
凶
時
i
M時

:
・
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
ロ
日

同
日
時
i
ロ
時
:・
新
木
近
隣
セ
ン
タ

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

出
・:
出
席
者
・

出
演
者 ー

、
日
日
制
日
時

i
u時
:
・ア
ピ
ス

夕
、
四
日
出
比
時
S
M即
時
:・
布
佐
南

近
隣
セ
ン
タ
ー
(
入
場
無
料
)

内

つ
る
は
し
一
つ
で
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
抜
い
た
新
潟
県
山
古
志
村
の
住

民
た
ち
の
凶
年
の
記
録

圃

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
朔
幻
0

・
芹
沢

宮

0
5
0
・
1
1
8
7
・
2
0
2
1

第
お
回
商
工
会
女
性
部

踊
り
と
唄
の
発
表
会

日

2
月
6
日
冊
目
時
初
分
間
演

所

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

圃

我
孫
子
市
商
工
会
女
性
部
宮
7

1
8
2
・
3
1
3
1

相
地
区
障
害
児
学
級
合
同

花
と
太
陽
と
希
望
の
作
品
展

日

2
月
四
日
働

s
n日
冊
目
時

s

m時
(幻
日
は
凶
時
却
分
ま
で
)

所

柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
柏
高
島

屋
S
館
8
階
)
〈
入
場
無
料
〉

内

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の

障
害
児
学
級
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

作
品
(
絵
画
、
工
芸
、
習
字
な
ど
)

約
4
7
0
点
の
展
示

圃

相
市
立
富
勢
中
学
校
・
中
西
宮

7
1
3
1
・
2
3
0
9

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
工
ス
タ

日
・
所

2
月
口
日
同
・
時
日
働

u

時
5
日
時
、
柏
駅
東
口
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
2
階
入
口

内

生
徒
が
実
習
で
製
作
し
た
縫
製

品
、
織
物
、
陶
磁
器
な
ど
の
販
売

圃

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

・
松
村
宮
7
1
4
8
・
0
2
0
0

布
佐
台
幼
稚
園
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ス

テ

ッ

プ

コ

ン

サ

ー

ト

日

2
月
四
日
出
比
時
加
分
開
演

所
柏
市
民
文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

内

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
使
っ
た
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
、
布
佐
台
合
唱

団
の
合
唱
ほ
か

曲
目
「
ベ
ル
シ
ャ
の
市
場
に
て
」

ま
、
'
v
A
M
 

圃

布
佐
台
幼
稚
園
宮
7
1
8
9
・

0
2
3
1
 

対
・
:
対
象
・

{答
員

-R・:費用
参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

自
然
の
家

申
・
圃

電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
自

然
の
家
宮
7
1
9
1
・
1
9
2
3

。
茶
道
連
盟
茶
会

。
公
民
館
に
集
ま
れ

日

2
月
日
日
岡
山
時
1
日
時

所

ア
ピ
ス
タ

席
主

中
根
宗
節
さ
ん
(
裏
千
家
)
、

小
野
一
宗
さ
ん
(
表
壬
家
)

費

2
席
で
1
0
0
0円

圃

亀
山
宮
7
1
8
3
・
0
6
0
8

日
・
所

2
月
ロ
日
出
9
時
却
分

5

日
時
加
分
、
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

①
子
ど
も
放
送
局

「
エ
ッ
!
音

が
見
え
る
の
?
」
(工
芸
工
作
室
)

:・
紙
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
ブ
l
ブ
l
風
船

づ
く
り

②
元
気
に
か
ら
だ
を
動
か

そ
う
(
ホ
l
ル
)
:・
ス
ト
レ
ッ
チ
、

リ
ズ
ム
体
操
、
用
具
を
使
、
つ
軽
運
動

持

②
は
上
履
き
と
タ
オ
ル

圃

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

ヨ
子
ど
も
「
食
」
ク
ラ
ブ

E
親
子
で
ひ
な
ま
つ
り

日
・
所

2
月
お
日
回
目
時
i
ロ
時

加
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

肉

親
子
で
諮
ヂ
し
、
潮
汁
、
煮

物
、
桜
も
ち
づ
く
り

対

小
学
生
と
保
護
者
、
叩
組
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費

一

人

5
0
0
円

持

ふ
き
ん
、
台
ふ
き
ん
、
三
角
き

ん
、
エ
プ
ロ
ン

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ

(
1家
族
1

枚
)
に
講
座
名
、
住
所
、
全
員
の
氏

名
、
電
話
番
号
、
学
年
を
明
記
し
、

2
月
日
日
必
着
で
〒
2
7
o
i
l
l

4
7
若
松
お
の
4
我
孫
子
地
区
公
民

館
宮
7
1
8
2
・
0
5
1
1

ヨ
お
i
い
!
冬
鳥
く
ん

E
い

ら

っ
し

ゃ

い

日

2
月
四
日
出
9
時
鳥
の
博
物
館

駐
車
場
集
合
、
ロ
時
加
分
同
地
解
散

日
・
所

3
月
幻
日
制
5
4月
2
日

予
定

(
雨
天
中
止
)
〈
参
加
無
料
〉
回
、
鹿
児
島
県
与
論
島

(
6泊
7
日
)

所

手
賀
の
丘
公
園
・
手
賀
沼
周
辺

内

イ
カ
ダ
作
り
、
釣
り
ほ
か

内

冬
に
見
ら
れ
る
野
鳥
の
観
察

対

小
学
校
2
年
生

5
6年
生
、
先

対

小

学
生
以
上
、
先
着
必
人
(
小
着
4
0
0
人

学

生

は

保

護

者

同

伴

)

費

日

万

9
0
0
0
円

持

歩
き
や
す
い
靴
と
防
寒
着
、
双
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

眼

鏡

(

お

持

ち

の

方

)

側

国

際

腎

少

年

研

修

協

会

宮

ω
・
3

主
烏
の
博
物
館
、
手
賀
の
丘
少
年

3
5
9
・
8
4
2
1
へ
。

持
・
:
持
参

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

市
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会

日
・
所

2
月
日
日
鯛
9
時
1
9時

初
分
受
付
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

続
技
方
法
ス
イ
ス
方
式

(5
ク
ラ

ス
4
回
戦
)

※
優
勝
、
準
優
勝
、

3
位
、
敢
闘
賞

あ
り
0

・
買

2
0
0
0
円

(小

・
中
学
生
は

1
0
0
0
円
)
〈
昼
食
代
含
む
)

申
・
圃

電
話
で
広
部
宮
7
1
4
9

.
つ
』
ウ

'nu只
u

き
も
の
着
て
み
ま
せ
ん
か

日

2
月
初
日
側
、

3
月
6
日
伺
い

ず
れ
も
叩
時
加
分

i
u時
初
分

所

市
民
プ
ラ
ザ

内

き
も
の
の
簡
単
な
着
方
と
お
太

鼓
の
結
ぴ
方

対

各
回
先
着
目
入

費

5
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
我
孫

子
き
も
の
教
育
協
会
・
田
口
宮
町
7

1
8
3
・
2
3
7
6

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

相 談 名 日 時 場 所 問い合わせ
3日開、 8日側、10日開、15日仰、 市民相談室

秘 書 課
法律相談 17日側、22日例 9:30'" 15:30 I (本庁2階)

※予約は2月1日例8時30分から電話で秘書課ヘ ft 7185・1714

県民無料法律相談 10日関 13:00 '" 16:00 東高飾県民センヲー 東葛飾県民センター
(民事) ※予約は2月7日開9時から電話で右記へ ft047・365・3008

税務相談
18日幽 10:00'" 15:00収税課 収税課
※予約は2月14日(月)8時30分から電話で収税課ヘ ft 7185・1349

人権相談 24日同 10:00 '" 15:00 酬館2階相議室 生活支援課
行政相談 24日同 1 0:00 '" 12:00 市民相談室 秘 書 課
不動産相談 10日同 10:00'" 15:00 分館小会議室

都市計画課
住宅相談 ※住宅相談は増改築などの相談 消費島百センター
交通事故相談 14日伺) 1 0:00 '" 1 5:00 交通整備課 交通整備課
心の相談 3日同 13:30 '" 15:30 福祉総合相談室 福祉総合相談室
4カ月児相談 1日・ 8日ω9:00'"9:50受付

保健センター 保健センター
育児相談 16日側 9:15'" 10:00受付 ft 7185・1126
療育相談

24日同 13:00'" 14:00受付
来熟児等発達相談 相健康福祉
アルコール悩みごと相談 7日・21日(月)14:00 '" 16:00 

柏健康福祉
センター

心の健康相談 4日臥14日側、16日制、羽目白)14:∞"'16加 センター (柏保健所)
女性のための僅康相談 婦人科…8日例、内科…15日例

(相保健所)ft 7167-1255 
不妊相談 10日同 13:00 '" 1 5:00 

健康相談
4日幽 1 0:00 '" 11 :15 つつじ荘 つつじ荘
18日制 10:00'" 11 :15 西部蹴セント 西部福祉センター

健康生きがいづくり相談 月~金曜日 9:00 '" 1 5:00 
社会福祉協議会

7日・21日伺)9:00 '" 15:00 
心配ごと相談 14日伺) 9:00 '" 15:00 保健センター

社会福祉協議会

28日伺) 9:00 '" 15:00 布佐市民センター
ft 7184-1539 

結婚相談 6日・20日(日)10:00 '" 14:00 社会福祉協議会

※相設名が色付きのものは予約制です。令聞の掴議

主
・:主
催

・
共
催

。リサイクル・家具バザー

日時・場所 2月27日旧)午前10時から11時、ふれあい工房(青山450)
※家具抽選会は11時15分(閏間厳守)。
※当日はNECの駐車場をご刺用ください。
固ふれあい工房運営協議会O7186・5500

<o0リサイクル教室

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

教室名 日 時 |定員参加費 持 参
おしゃれ教室(ウール 8日附・22日閃 5人400円ほどいたウールの着物、
の着物で作務衣の上着)10:00'" 15:∞(全2回) 糸、裁縫道具、思食
牛乳パックで 11日制・23日附

各5人300円パスタオル2松
ハガキ作り教室 10:00'" 12:∞ 
糸のこ教室(おひな様)10日同10:∞"'12:005人300円なし
小め袋作り教室(ちり 16日附10:∞"'15:005人500円15ωx35仰の絹の白色か薄いんの布で三人官女) 桃色の古布、裁鍵道具、昼食
木工教室 16日附10:∞"'12:006人300円なし(ごみ分別BOX)
布ぞうり作り教室 18日幽10:∞"'12:008人300円シーツ1枚分程度の布、ハサミ
トール 20日(日)10:∞"'12:00 5人500円色付けするもプのロ、ン丸、筆ぞ・平筆
ペインティング教室 各2本、工 うきん

裂き織り教室
①9:30'" 11 :30 

各6人500円1 rrlの古布、ハサミ22日例@ 13:00'" 15:00 
おしゃれ教室 23日附10:∞"'15:005人300円ミシン糸、裁縫道具、(傘の布で買い物袋) 唇食

申し込み・固 電話で月曜日を除く毎日午前9聞から午後5閉までにふれあい工房
運営協議会O7186・5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場
合は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は開催日の前日にご連絡ください)

市のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 。 は「あびこ楽校jの事業です。
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湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
橋
会

健

康

教

室

(

第

5
回
)

日
・
所

2
月
6
日
冊
9
時
日
分
1

日
時
初
分
、
湖
北
台
中
央
公
園
運
動

遊
具
設
置
場
所
(
雨
天
時
は
湖
北
台

近
隣
セ
ン
タ
ー
)

内

ウ
オ
l
キ
ン
グ
と
運
動
遊
具
を

使
っ
た
中
高
年
向
き
の
運
動
講
師

:・
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か

対

当
日
先
着
羽
入

費

無

料

圃

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

... -
我
孫
子
市
の
自
治
基
本

条
例
に
つ
い
て
考
え
る

日

2
月
8
日

ω四
時
開
会

所

市
民
会
館
(
参
加
無
料
)

内

①
自
治
基
本
条
例
と
は
⑦
謡

演

「我
孫
子
市
に
お
け
る
自
治
基
本

条
例
の
意
義
」

講
師
:・
福
嶋
浩
彦

市
長
圃

我
孫
子
脅
年
会
議
所
・

寺
井
宮

7
1
6
9
・
1
7
0
9

.. 
ti 

面
白
白
樺
倶
楽
部

怠

2
月
四
日
働
問
時
初
分

所

白
樺
文
学
館
(
緑
2
の
日
の
8
)

内

「
志
賀
直
哉
の
「
城
の
崎
に
て
』

を
読
み
解
く
」
講
師
:
・
清
水
正
さ

日
た
か
ぎ

高
木

(中
峠
台
・

1
歳
2
カ
月
)

泣
い
だ
り
笑
つ
だ
り
走
つ
だ
り

寝
定
り
、
楽
し
い
ネ
。
そ
ん
な
明

豊
事
昆
て
る
だ
け
で
う
れ
し
い
ヨ
。

あ
き
と

明
豊
ち
ゃ
ん

ん
(
日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授
)

対

先
着
犯
人

費

1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

示
し
、
同
館
宮
7
1
6
9
・
8
4
6

8
m
7
1
6
9
・
1
8
3
7
E
メー

ル

5
r
@各
可
ω
w
m
g
-ロ0
・
5

ひ

な

ま

つ

り

の

ク
ッ
キ
ー
を
つ
く
ろ
う

日

2
月
お
日
同
日
時
i
ロ
時

所

ア
ピ
ス
タ

内

ク
ッ
キ
ー
で
お
ひ
な
さ
ま
作
り

対

4
歳
S
小
学
校
2
年
生
、
先
着

却
人
(
保
護
者
同
伴
)

費

8
0
0
円
(
子
ど
も
の
み
)

持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、

あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
宮
町
7
1
8
8

-
9
0
7
8
 

若
い
人
の
た
め
の
料
理
講
座

日

2
月
日
日
冊
目
時
加
分
i
U時

却
分
所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
お
菓
子
と
イ

タ
リ
ア
料
理

対

mw
代
ま
で
の
女
性
、
先
着
目
人

?也:J
ま

い
真
惟
ち
ゃ
ん

(
日
秀
・

1
歳

3
カ
月
)

い
だ
ず
ら
大
路
き
、
直
欲
旺
盛
。

い
つ
も
笑
顔
の
お
て
ん
ば
娘
。
ぁ

兄
ち
ゃ
ん
巴
も
負
け
怠
い
よ
。

費

2
5
0
0
円
(
材
料
費
込
み
)

持

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
き

ん
、
筆
記
用
具

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、

高
橋
宮
間
7
1
8
5
・
0
0
4
3

県
立
北
総
花
の
丘
公
園

緑

の

教

室

日

①
2
月
四
日
出
:
生
花
で
楽
し

む
コ
サ
ー
ジ
ユ
づ
く
り
、
②
初
日
:・

花
壇
計
画
を
立
て
る
コ
ツ
、
い
ず
れ

も
日
時
加
分

5
日
時
加
分

所

千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
国
緑

の
相
談
所
(
印
西
市
原
山
)

対

①
先
着
M
人

②
先
着
mw
人

費

①

1
0
0
0
円
②
無
料

申
・
圃

電
話
で
2
月
5
日
日
時
か

ら
同
公
園
緑
の
相
談
所
宮
0
4
7
6

.
訂
・

4
0
3
1

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク

マ

ス

タ

ー

講

座

日
・
内

①
3
月
9
日
制
i
H
日
働

:・
経
営
分
析
入
門
、
②
3
月
日
日
制

i
m日
働
:・
経
営
分
析
ア
ド
バ
ン
ス
、

い
ず
れ
も
四
時
5
2時
(
全
9
時
間
)

所
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

(
野
田
市
中
根
3
2
3
の
3
)

対

各
回
先
着
加
入

費

各

1
万
2
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
仮
予
約
後
、
直
接

同
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
2
1
・
1
1
8

4
で
手
続
き
ぼ
し
ゅ
う

市
民
図
書
館
嘱
託
職
員

職
種
・
官
官
貝
司
書
資
格
者
、

2
人

勤
務
時
間

8
時
却
分

s口
時
日
分

(
月
日
日
の
シ
フ
ト
勤
務
)

採
用
期
間

4
月
1
日
5
平
成
四
年

3
月
白
日
(
更
新
あ
り
)

報
酬

月
額
回
万
円
(
交
通
費
別
途

支
給
)

必
要
書
類

①
申
込
書
(
ア
ビ
ス
タ

内
市
民
図
書
館
に
用
意
)

②
写
真

2
枚
(
縦
必
醐
×
横
話
醐
)
上
半
身

無
帽
で
最
近
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
③
資
格
証
明
書
の
写
し
ま

た
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
1
通

選
考
方
法
小
論
文
試
験

(
2
月
初

日
実
施
)
の
合
格
者
の
中
か
ら
面
接

に
よ
り
選
考

申

2
月
1
日
S
U
日

(
7
日
を
除

く
)
の
9
時
加
分
i
口
時
に
市
民
図

書
館
(
ア
ピ
ス
タ
内
)
へ
本
人
が
直

接
持
参
(
郵
送
不
可
)

圃

市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1

1
1
0
 

我
孫
子
登
山
倶
楽
部
会
員

対

男
女
問
わ
ず
印
歳
く
ら
い
ま
で

の
方
(
面
談
の
上
決
定
)

費

年

額

1
万
2
0
0
0
円
(
保
険

料
を
含
む
)
、
入
会
金
3
0
0
0
円

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

2
月
ロ
日
必

着
で
〒
2
7
O
l
l
l
7
7
柴
崎
1

5
3
8
大
井
猛
雄

圃

大
井
宮
7
1
8
2
・
4
5
1
1

あ
び
こ
ラ
グ
ビ
ー

ス

ク

ー

ル

コ

l
チ

対

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も
た
ち

に
ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
け
る

方
、
日
人
程
度
(
年
齢
・
経
験
不
問
)

日
・
所

月
2
回
の
日
曜
日
、

N
E

C
我
孫
子
事
業
場
ラ
グ
ビ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド

当 I~ 圃@有齢 申
'" ご す ./ ~・-- 、仕手 ff太 E25電 E
5.2千田説明話メ
史、'0 I ft ~記番 l
~ :..よス 7 砕し号ル
A;トク 1 ~ 
井手 I 8 b 色ラ住
ら停)~ 5 g;究所
o 0 (Jコ~ヒf 、

右-Rホ 7 出 1氏
宅" i:i- I 0 g.経名
)交ム 5 O 験
FLペ 5 ♀の年

デ
ッ
サ
ン
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

第
3
日
曜
日
日
時
却
分
S

M
時
初
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

内

石
こ
う
を
中
心
と
し
た
デ
ッ
サ

ン
の
習
作

対

先
着
目
人
程
度

費

月

額

5
0
0
円

申

・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
背
の

会
・
町
井
宮
問
7
1
8
8
・
8
8
4

8
 

中
国
語
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
日

時
S
U時、

M
時
5
日即時

所

市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

内

中
国
語
会
話
初
級
・
中
級

対

各
回
先
着
5
人

費

月

額

6
0
0
0
円
(
週
1
回)、

入
会
金
1
0
0
0
円
(
教
材
費
別
途
)

申

・
圃

電
話
で
中
国
語
会
話
サ
ー

ク
ル
・
原
告
7
1
8
6
・
0
6
2
9

柏
工
業
専
門
校
訓
練
生

募
集
科
目
*
木
造
建
築
科
*
専

修
建
築
科

(
2
級
建
築
士
受
験
コ
ー

ス
)

*
電
気
工
事
科
(
第
2
種
電

気
工
事
士
受
験
コ

l
ス
)

*
建
築

C
A
D
科
*
パ
ソ
コ
ン
科

受
講
時
間

4
月
か
ら
の
日
時
却
分

1
2時
(
パ
ソ
コ
ン
科
は
昼
間
も
あ

り
)
所

在

地

柏
市
明
原
3
の
却
の
日

応
募
期
限

3
月
四
日
(
パ
ソ
コ
ン

科
は
随
時
)

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
同
校
宮

7
1
4
4
・
6
6
8
1
へ。

お
し
ら
ぜ

我
孫
子
都
市
計
画
の
案
な
ど
の

縦
覧
・
説
明
会
の
日
程
を
延
期

緑
1
丁
目
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

か
か
わ
る
我
孫
子
都
市
計
画
(
高
度

地
区
)
の
案
の
縦
覧
、
地
区
計
画
の

原
案
の
縦
覧
と
原
案
説
明
会
の
日
程

を
広
報
1
月
日
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
対
象
地
区
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
さ
ら
に
お
聞
き
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
延
期
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
今
後
の
日
程
は
、
あ
ら
た

め
て
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃

都
市
計
画
課
宮
7
1
8
5
・
1

5
2
9
 

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
救
援
金

受
け
付
け
を

3
月
末
ま
で
延
長

受
付
方
法

①
市
役
所
市
民
課
、
市

民
活
動
支
按
謀
、
生
活
支
援
謀
、
各

支
所
へ
持
参
:・
3
月
白
日
同
ロ
時
ま

で
②
郵
便
撮
替
で
口
座

(
O
o
-

-
0
1
2
1
5
6
0
6
日
本
赤
十
字

社

「
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
救
援
」
と

明
記
)
へ
振
り
込
み
(
手
数
料
無
料
)

.
:
3月
白
日
同
日
即
時
ま
で

生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

圃
献
血
に
ご
協
力
を

2
月
ロ
日
出
9
時
初
分
S
M即
時

所
あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

正
面
入
口
広
場

圃

我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
宮

守
'
唱
ム
只
u

っ-・ヴ
'
n
u
Q
U
只
u

日
ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

日

2
月
日
日
側
ロ
時
却
分

5
日
時

初
分
(
失
効
は
日
時
初
分
ま
で
)

所

き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対

有
効
期
限
が
平
成
げ
年
2
月
日

日
S
四
年
2
月
日
日
の
方

費

更

新

:・
1
万
1
0
0
0
円
、
失

効
:・
1
万
6
0
0
0
円
(
訂
正
、
紛

失
は
別
途
)

申

原
寸
大
の
免
許
証
の
コ
ピ
ー

(
余
白
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
)
と
写
真
(
縦
必
醐
×

横
お
醐

)
2
枚
、
本
籍
記
載
の
住
民

票
1
通
(
氏
名
変
更
は
戸
籍
抄
本
1

通
)
を
2
月
6
日
必
着
で
〒
2
7
o

l
l
l
5
5
我
孫
子
新
田
辺
の
7
の

幻
小
池
勇
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※
1
級
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
受

け
付
け
ま
す
。

圃

小

池
宮
7
1
8
2
・
1
0
1
5

0
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

移動図書館そよかぜ号25iFLT
湖~r省分蕗 2 パtlf・::lUbb

曜日日 場所 時 間
移布動佐図分書館館ft 7189・1311

可，唱
‘"四'

.寵児) ft 7187-09ω 2 中峠亀 田 谷公園 13:20"'13:叩
場所 日 時 内 g |水 浅野谷 3号公園 14:10"'14:40 
市民図書館 10日・24日開10:40"'11:00手あそび、絵本の読み聞かせほ1JIl 16 柴 崎 台北公園 15:00"'16:∞ 
臼パーパタイム(対象:4歳-9歳児) 3 森 の 公 園 13:20"'13:叩
場所 日 時 内 骨...... 木 新木北公園 14:10"'14:40 
市民図書館 3日・17日開 17 天王台東公園 15:00"'16:∞ 
湖北台分館 18日幽 16:00'" 16:30 素話、絵本の読み聞かせほか 4 根戸近隣センター 13:20"'13:叩
布佐分館 10日・24日開 金 久寺家あけぼの公園 14:15"'14:45 
vミニギャラリー 18 つくし野4号公園東側入口 15:00"'16:∞ 
場所 作 品・ 作 者 展示期間

水
9 ケンタyキーフライドチキン駐車場 14:∞"'14:40 

水墨画(5点) 「鳴子峡j…松崎利三郎、 23 台 田 池尻公園 15:00"'16:∞ 
湖北台分館 「初雪j…白川雅子、「はるj…金井綾子、 2月9日制 10 あびこショッピングプラザ前広場 14:∞"'15:∞ 

「風景…中僚くに子、「梅…正木美代 木
24 白山中学校裏門入口 15:20"'16:∞ 

布佐分館 コンテ・パステル(5点)…飯田茂吉 3月6日(日)
金 25 
東屋敷公園 14:∞"'14:羽
つくし野4号公園東側入口 15:00"'16:∞ 

市民図書館ft7184-1110 図書館耀より市民プラザギャラリー
催し名・ 問い合わせ 日 時

第四回写心クラブ「遊友j4日制'""9日制
写真展 10:00'"" 1 8:00 ( 4 日~

瀬能ft7149・8010 12 時から、 9 日~17時まで)

第29回 12日出・13日(日)
我孫子市消費生活展

市商工観光課・内線329 10:30'" 16:30 

第5回モンステラアート 18日制'""23日制
油彩画展 10:00'" 18:00(18日ti
高橋ft7184・3670 15時から、23日ti15時まで)

現代アート遊展 25日制'""3月2日附
一迷D会一 10:00'" 18:∞(25日は14
関谷ft7189・1518 時から、 3月 2日~17時まで)

入場無料

防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 ζ剃簡(f;eぃ



2005.2.1 (8) 

康

福

認
知
症

(痴
ほ
う
)
に
関
す
る
医
庸
一
想
敵

日
時
・
場
所

2
月
口
日
同
午
後
1

時
却
分
か
ら
3
時
必
分
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
(
市
役
所
西

別
館
3
階
)
〈
予
約
制
〉

内
容

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
象

認
知
症
(
痴
ほ
う
)
の
方
を

企
護
し
て
い
る
家
族

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
介
護
支
援

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2
へ

健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い
唖

-ー-
日
時
・
場
所

2
月
幻
日
制
午
前
日

時
か
ら
午
後
4
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
、

あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
(
入

場
無
料
)

内
容

①
講
演

「
中
高
年
の
健
康
に

つ
い
て
」
講
師
:・
水
江
普
一
さ
ん
(
ア

ピ
コ
外
科
整
形
外
科
病
院
院
長
)
、

⑦
優
康
チ

ェ
ッ
ク
(
つ
く
し
野
病
院
)
、

③
健
康
体
操

・
高
齢
者
の
食
事
に
つ

い
て
、
④
マ
ジ
ッ
ク
、
⑤
並
木
ひ
ぴ

t1 怠

き
太
鼓
、
⑤
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
、
⑦

パ
ネ
ル
展
示
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
障

害
者
関
係
グ
ル
ー
プ
ほ
か
)、
③
無

料
喫
茶
(
手
づ
く
り
ケ
l
キ
と
コ
ー

ヒ
ー
・紅
茶
)
、
⑨
展
示
即
売
会
(
障

害
者
関
係
施
設

・
グ
ル
ー
プ
の
製
作

※
講
演
会
は
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す。

※
①
か
ら
③
は
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
⑨

は
あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ブ
ラ
ザ
ー

階
セ
ン
タ
ー
コ
1
ト
で
開
催
し
ま
す。

主
催

我
孫
子
北
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
圃

我
孫
子
北
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
宮
7
1
6
5
・
3
4
3
4

交
通
遺
児
家
庭
へ
勉
学
奨
励
金
・

激

励

金

・
図

書

券

を

交

付

対
象

陸
上
表
通
事
故
に
よ
り
保
護

者
を
失
っ
た
路
歳
未
満
の
遺
児
と
路

歳
未
満
の
遺
児
を
扶
養
し
て
い
る
家

庭
で
、
平
成
口
年
4
月
に
小
学
校

・

中
学
校
へ
入
学
、
ま
た
は
3
月
に
中

学
を
卒
業
さ
れ
る
方
の
い
る
世
帯

健康づくり推進員および

食生活改善推進員を募集

市民の健康づくりの支援者として、活動し

てみませんか。市と地域をつなぐ健康づくり

や食生活改善のアドバイザーとしての活動に

関心のある方を募集しています。

対象市内在住の30旗から62歳までの方

内容健康づくり推進活動、保健センター事

業への協力、家庭訪問によるPRなど

定員・任期若干名(面接で決定します)、3
年(平成17年4月1日から20年3月31日)

申し込み・固電話で2月28日までに保健

センターft71 85-1126ヘ

4
司
布
佐
社
協
ま
つ
り
で
の
活
動
風
慣

申
し
込
み
期
限

2
月
四
日
働

※
申
し
込
み
官
接
な
ど
、
詳
し
く
は

社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4
・
1

5
3
9
へ。

ふ

れ

あ

い

サ

ロ

ン

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

高
齢
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、

市
内
8
カ
所
に
開
設
し
て
い
る

「ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
は
、
高
齢
者
が

参
加
す
る
際
の
送
迎
運
転
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す。

※
開
設
場
所

・
日
時
な
ど
、
詳
し
く

は
福
田
宮
7
1
8
2
・
2
7
7
2
へ。

母
子

・
父
子
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

入
学
・
就
職
祝
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

第1134号

母
子

・
父
子
家
庭
や
両
親
に
代
わ

っ
て
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

で
、
そ
の
お
子
さ
ん
が
小
学
校

・
中

学
校

・
高
等
学
校
な
ど
に
入
学
す
る

場
合
や
中
学
校
を
主
義
し
て
就
職
す

る
場
合
に
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す。

該
当
す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

祝
金
の
額

対
象
児
1
人
に
つ
き
1

万
円
対
象
児

平
成
口
年
3
月
1
日
現
在
、

市
内
に
居
住
し、

住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
し
て
い
る
お
子
さ
ん
で
、

今
年
4
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

小
学
校

・
中
学
校

・
高
等
学
校
な
ど

に
入
学
す
る
方
、
ま
た
は
今
年
3
月

末
固
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
し
、
今

年
4
月
に
就
職
す
る
方

対
象
児
の
生
年
月
日

*
小
学
校
入
学
・・・
平
成
叩
年
4
月
2

日
か
ら
日
年
4
月
1
日

*
中
学
校
入
学
・・・
平
成
4
年
4
月
2

日
か
ら
5
年
4
月
1
日

*
高
等
学
校
入
学
か
就
職
・・・
平
成
元

年
4
月
2
日
か
ら
2
年
4
月
1
日

雲
間
資
格
者

*
配
偶
者
の
な
い
方
で
、
対
象
児
を

養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
父

*
対
象
児
を
母
ま
た
は
父
に
代
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
方

申
請
方
法

申
請
書
(
保
育
課
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
印
鑑
、

受
給
資
格
者
の
銀
行
預
金
口
座
番
号

(
郵
便
局
は
除
く
)
を
用
意
の
う
え
、

3
月
8
固
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
戸

籍
謄
本
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す。

※
児
童
扶
養
手
当
認
定
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
資
格
者
の
方
に

は
、
保
育
課
か
ら
申
請
書
を
送
付
し

ま
す。

申
請
先
・
圃

7
 

保
育
課
・
内
線
3
4

あ
な
た
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

市
内
の
民
生
委
員

・
児
童
委
員
1

6
5
人
が
、
昨
年
ロ
月
1
日
付
け
で

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
民
生

委
員
法
に
基
づ
き
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
や
保
護
を
必
要
と
す
る
方
の

相
談
相
手
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
生
活
の
向
上
に
努
め
る
奉
仕
者
で

す
。
同
時
に
民
生
委
員
は
児
童
委
員

を
兼
ね、

児
童
の
福
祉
に
つ
い
て
も

相
談
を
受
け
て
い
ま
す。

お
受
け
し
た
相
談
の
内
容
に
つ
い

て
は、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
固
く
守
り

ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
民
生
委
員

・
児
童
委
員
は、

担
当
地
区
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
担
当
と
な
る
委
員
の
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
に
つ
い
て
は
、
生
活
支

援
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
時
年
日
月
末
を
も
っ

て
、
千
葉
県
の
母
子
福
祉
推
進
員
制

度
の
廃
止
に
伴
い
、
母
子
家
庭
と
動

ふ婦
の
支
援
業
務
が
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
や

支
援
が
必
要
な
場
合
は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃

生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

生活習慣病予防と健康づくりのために

。 健康教室
日時・内容下表参照

定員 各教室先着50人(各教室とも、なるべく3回続けてご参加ください)

措参健康手帳、筆記用具

申し込み・固 電話で保健センターft7185-1126ヘ
教室名 日程・内容 時間・場所

①生活習慣病教室 2月7日(月)・・本保秀三さん(天龍堂

高血圧動脈硬化~f綜35協議、講話(歯 13時10分~
血圧・コレステロールの健庫、劃と休養)、 15時30分
が気になる方 2月21日(月)・・講話(栄養)、試食 (受け付けは

2月24日開…依田安弘さん(天王 12崎45分から)
②生活習慣病教室台依田内科クリこりク医師)の講:
糖尿病~血髄が気に 2月25日樹…健庫体操、講話(歯保健センター
なる方 の健庫、運動と休養)

3月2日制

'
乳
児
期
の

健
康
メ
宅
翠

B
C
G
接
種
に
つ
い
て

平
成
刀
年
4
月
か
ら
結
核
予
防
法

の
改
正
に
伴
い
、
B
C
G接
種
の
方

法
が
変
更
さ
れ
ま
す。

ま
ず
、
対
象

年
(
月
)
齢
が
4
歳
未
満
か
ら
生
後

6
カ
月
未
満
ま
で
と
な
り
、
従
来
施

行
さ
れ
て
い
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
が
廃
止
さ
れ、

直
接
の
B
C
G

接
種
と
な
り
ま
す
。

我
が
国
の
結
核
の
実
態
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
、フ
か
。
過
去
、
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
た
結
核
の
患
者
数
は
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
、
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
は
鈍
り
、
昨
年
度
の
新

規
患
者
受
録
数
は
3
万
1
6
3
8
人

で
こ
れ
を
有
病
率
(
人
口
叩
万
対
)

に
直
す
と
M
・
8
人
と
な
り
、
米
国

や
北
欧
諸
国
に
比
べ
れ
ば、

実
に
4

。心の健康に関する教室
福祉総合相談室宮7185・1631

『

名 称 日 時 場所
21日(月)

心の健康クラブ
14 :∞'" 16:∞ 保健センター

アルコール教室 4日・ 18日:幽∞ 13 :ま)'" 15 

日曜・祝日|こ病気・歯痛|こなつだら

休日診療所ヘ

ミ貯沼同生霊童主島+
m ・
函 京電窒!万寸~側;TZ-
前言薪う

1
5
倍
の
数
子
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し、

結
核
患
者
の
7
割
は
印
歳
以
上

で
、
高
齢
者
の
割
合
も
年
々
上
昇
し、

再
燃
(
若
い
時
に
感
染
し
た
結
核
菌

が
加
齢
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
で
再

び
活
動
す
る
)
の
患
者
が
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
有
病
率
の
低

い
米
国
と
比
べ
て
小
児
の
間
島
率
は

逆
に
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
れ

は、

や
は
り
、
従
来
実
施
さ
れ
て
き

た
乳
児
期
の
B
C
G接
種
の
効
果
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
結
核
感
染

の
有
無
を
調
べ
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
み
る
と
乳
児
期
で
は
釘
%

は
陰
性
で
あ
り
、
陽
性
例
も
実
際
に

は
感
染
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た。

B
C
G接
種
は

o0健康づくりうんどう教室
保健センタ一宮7185・1126

日 時 | 場所
9日制10:0(}v11 : 00 I布佐南公園 (雨天中止)
15日制10:0(}v11: 00 I湖柏村畑(雨天刷憾セント)
18日倒10:0(}v11: 00 I天王台西公園 (雨天中止)

診療相目 内科・小児科・歯科

到す時間 9:00"'11 :30、13:00'" 16: 30 

※歯科は午前中のみ

措参健康保険証診療費

固休日診新会7187づ020

。各種健診と健康教室
保健センタ一宮7185・1126

接
種
後
日
年
程
度
、
そ
の
効
果
が
持

続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
小
中
学
校
の
入
学
時
で
の
再
接

種
の
効
果
は
疑
問
が
強
く、

平
成
M

年
度
か
ら
は
中
止
さ
れ
て
い
ま
す。

B
C
G
接
種
は
結
核
感
染
の
前
に
実

施
さ
れ
る
の
が
原
則
な
の
で
、
生
直

後
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
と
い

う
こ
と
で
、
諸
外
国
の
例
も
参
考
に

し
て
生
後
6
カ
月
未
満
に
直
接
に
施

行
す
る
と
い
う
今
回
の
変
更
が
な
さ

れ
た
と
理
解
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す。
一
般
に
乳
幼
児
期
の
結
核
は
髄
膜

炎
な
ど
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
B
C
G接
種
を
ぜ
ひ
受
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す。

ま
た
、
4

歳
未
満
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
早
め
に
医
師

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
ま
す。

圃

我
孫
子
市
医
師
会
宮
7
1
8
8

.
Fb
Fb
つ
臼Fb

項 目 期 日 対象
臼 しあわせ学級 4日・18日・妊娠却"''l1週の方
(マタニテイクラス)25日幽 (3回目l摘親家族)

小児マヒ生ワクチン
1日(火)1日-平成16年8月生

まれで1回目を受ける方

(ポリオ)投与 8日(火)
8日…平成16年11月16
自に1回目を投与した方

1歳6カ月児健療33査3日・10日同平成15年7月生まれ
2歳8カ月児歯科健診17日同 平成14年6月生まれ
3歳児健康診査 3日・10日同平成13年7月生まれ

離益事ぷ室 18日(到 乳児のいる人母)親(先着30

臼 健教康いきい室き14日・21日・体(13を:∞動~か1したい方28日(月) 3:初受付)

休日 ・夜間|こ病気|こなっ定ら

87184-0119棚 劃へ
(救急車の要請は宮11 9へ)

体目・夜間殺急病院

?ピコ外相膨外制病院我孫子26 4 
我孫子聖仁会病院湖北台46 1 

我孫子つくし野病院つくし野1311 
我孫子東邦病院我孫子18511 
平和台病院布佐83428 

小児教急病院
取手協同病院取手市浦21 1 

※休日や深夜等の診察料は、暗闇外加算のた
め割高になります

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用 しています。図 はfあぴこ楽校jの事業です。


